
　
1
年
半
に
及
ぶ
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、「
勤
務
先
が
廃
業
し
た
」「
バ
イ
ト
の
シ
フ
ト

が
減
ら
さ
れ
た
」「
給
料
が
上
が
ら
な
い
」な
ど
、「
不
安
」や「
不
安
定
」が
多
く

の
方
々
に
の
し
か
か
か
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
今
回
、「
分
配
」を
掲
げ
る
岸
田
内
閣
が
発
足
し
ま
し
た
。今
、必
要
な
の
は
、国
民

の
皆
さ
ま
の
信
任
を
頂
い
て
、「
分
配
」を
実
際
に
政
策
と
し
て
実
行
す
る
こ
と
。

　
私
は
、国
会
で
、党
内
で
、次
の
政
策
を
実
行
に
移
す
よ
う
、戦
っ
て
い
き
ま
す
。

ど
う
か
皆
様
の
応
援
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

昭
和
50
年
1
月
生
ま
れ
46
歳

自
民
党
公
認

み

や

ざ

わ

安全保障委員会理事、財務金融委員会
原子力問題調査特別委員会、東日本大震災復興特別委員会衆議院

内閣第二部会長代理、行政改革推進本部幹事
中央政治大学院副学院長、団体総局次長自民党

剣道（六段）、居合道（五段・水鴎流）、書道、茶道趣　味

平成15～24年

平成28年8月

平成29年10月

磐田市議会議員（3期）

防衛大臣政務官

衆議院議員3期連続当選

昭和50年1月

平成5年3月

平成9年3月

旧磐田郡に生まれる

磐田南高等学校卒業

東京大学法学部卒業

P
ro
fil
e

宮沢ひろゆき 5つの政策

●
大
学
授
業
料
は
国
が
立
て
替
え
る
制
度
を

●
教
職
員
の
負
担
を
軽
減
し
、部
活
も
充
実

●
科
学
技
術
や
研
究
に
対
す
る

　
国
庫
支
出
を
増
大

●
人
権
は
国
際
問
題
！
抑
圧
を
許
さ
な
い
！

●
国
産
技
術
・
十
分
な
装
備
・
高
い
志
で

　
日
本
を
守
る

●
国
際
法
に
よ
る
平
和
と
繁
栄
は

　
日
本
が
創
る

地    方
ち ほ う

教    育
き ょ う い く

国    家
こ っ か

福    祉
ふ く し

経    済
け い ざ い

仕事があって
安全安心

●
農
林
水
産
と
中
小
企
業
の
稼
ぐ
力

●
も
の
づ
く
り
力
の
維
持
・
向
上

●
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
防
災
対
策

逆転の
エネルギーは
教育にあり

世界の
平和と繁栄の
要となる

待遇改善で
サービスも向上

働く人の
賃金アップ

●
子
育
て
・
介
護
は
施
設
・
人
材
に

　
十
分
な
補
助
を

●
障
害
者
の
仕
事
や
生
活
を
支
え
る
環
境
作
り

●
医
師
偏
在
を
是
正
し
、

　
地
方
で
も
高
度
医
療
を

●
賃
金
ア
ッ
プ
で
消
費
も
ア
ッ
プ

●
国
内
生
産
回
帰
、自
由
公
平
な
貿
易

●
安
全
安
心
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
向
け
た
対
話

与
党
議
員
と
し
て
す
ぐ
に
動
く
最
重
点
政
策

生活
を支える

所
得
が
少
な
い
世
帯
、子
育
て
世
帯
へ
の
給
付
金

大
学
生
の
学
費
・
生
活
費
支
援
制
度
の
大
幅
な
拡
充

ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
の
強
化

仕事
をつくる

コ
ロ
ナ
経
済
対
策
の
予
算
拡
充

保
育
・
介
護
・
福
祉
従
事
者
の
賃
金
・
待
遇
改
善

製
造
業
の
国
内
回
帰
促
進
と
強
化

123123

普
通
に
生
活
で
き
る
社
会
を
取
り
戻
す
た
め
に


